
大
遠
回
申
六
月
二
占
T

-

周
期
三
国
司
圃
慣
噛
謂
可
(
毎
月
-
回
一
国
費
問
u

辛子電量日 .-F司ヨ王&faーω ← 1'"'ヨ何日召

(藷

輔

曹

品
開
剛

警
と
課
税
・
:
・
:
・
:
・
:
:
:
・
・
・
法
事
博
士
神
戸
正
雄

ナ
イ
ト
利
子
論
の
吟
味
:
-
:
・

:
:
:
F
i
-
-
-
文
県
博
士
高
田
保
馬

経
済
皐
史
の
基
本
問
題
・
・
:
・
:
経
済
崎
町
一
博
士
石
川
興
二

叢

士
官

A
冊

目
U

士

百

u

最
近
の
貿
易
構
成
の
耕
一
化
に
つ
い
て
・

最
近
川
柑
小
作
争
議
の
動
向
と
小
作
立
法

健
所
門
事
博
士
谷
口
古
彦

経
緯
皐
暗
土
八
木
芳
之
助

岡山

枇
曾
保
険
の
本
質
と
そ
の
妓
果
:
・
・
空
間
接
士
中
川
典
之
助

パ
レ
ト
の
生
産
均
衡
論
:
・
:
:
:
・
・
経
済
民
主
青
山
秀
夫

債

格

構

成

に

於

け

る

商

業

の

作

用

:

極

主

主

堀

新

一

ヂ巴
7L 9~ 

来
住
の
大
阪
人
口
構
成
:
・
・

-
j
i
-
-
-

桂
一
主
主
青
盛
和
雄

附

録

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



ナ

イ

利

子

論

の

吟

味

古
同

田

保

馬

前
崎
酬
に
於
て
、
ナ
イ
ト
の
利
子
理
論
の
内
審
を
略
遁
し
だ
か
ら
(
ベ
エ
ム
利
子
理
論
の
批
評
E
い
ふ
側
面
か
ら
で
は
あ
っ
た
が
て
葱
に
は
号
れ
を

批
許
的
じ
吟
味
し

τみ
よ
う
主
忠
ふ
。
而
し
て
此
昨
味
は
白
色
、
類
似
の
考
方
の
上
に
立
っ
と
こ
ろ
の
、
議
み
て
い
へ
ば
ナ
イ
ト

E
共
に
北
米
畢
混

と
-B
い
ふ
べ
き
一
事
、
涯
を
な
す
と
見
ら
れ
得
る
他
の
撃
者
の
見
解
(
た
と
へ
ば
フ
イ
シ
ヤ
ア
や
フ
Z

タ
ア
の
利
子
論
)
に
到
す
る
批
評
に
導
く
は
宇
で

あ
4
-ナ

イ
ト
に
よ
れ
ば
、
利
子
の
説
明
、
詳
し
く
一
再
ふ
と
、
利
子
歩
合
が
如
何
に
し
て
定
ま
る
か
の
説
明
は
、
需
要

供
給
の
見
方
の
上
に
立
っ
て
行
は
る
る
こ
と
を
要
す
る
。
利
子
歩
合
の
決
定
は
債
格
決
定
と
い
ふ
一
般
的
な
る
場

舎
の
あ
る
特
殊
な
る
色
の
で
あ
る
。
従
っ
て
債
格
の
説
明
が
つ
ね
に
需
要
供
給
の
分
析
を
通
し
て
行
は
る
る
が
如

〈
、
利
子
歩
合
の
説
明
も
ま
た
、
需
要
供
給
の
概
念
の
助
を
か
り
で
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
が
、
利
子
歩

舎
の
決
定
に
於
て
は
、
交
換
せ
ら
る
る
も
の
の
双
方
が
貨
幣
量
を
以
て
表
は

3
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
共
何
れ
を
も
商

品
と
し
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
何
通
用
の
見
方
に
あ
っ
て
は
.
資
本
用
役
(
己
認

。『
2
1
s
o
，
か
商
品
と
し
て

寅
買
せ
ら
れ
、
利
子
が
そ
の
債
格
と
し
て
支
捕
は
る
る
も
の
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
間
ナ
イ
ト
は
最
近
の
論
文
に
於

て
、
寧
ろ
他
の
見
方
に
立
っ
て
述
べ
て
ゐ
る
。
郎
ち
ぞ
れ
に
あ
っ
て
は
、
将
来
所
得
(
一
定
の
牧
益
)
が
商
品
と
し

て
貰
買
せ
ら
れ
、
資
本
と
い
ふ
一
定
の
貨
幣
量
が
、
そ
れ
の
債
格
と
し
て
支
梯
は
れ
る
。
他
の
言
葉
を
以
て
い
ふ

ナ
イ
ト
利
子
論
の
吟
嫁
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ナ
イ
ト
刺
子
論
の
吟
味

一
定
の
大
き
の
牧
盆
が
あ
る
大
き
の
資
本
、
卸
も
貯
蓄
せ
ら
れ
た
る
資
本
を
以
て
買
入
れ
ら
れ
る
。
此
場

第
四
十
二
巻

八
二

O

第
一
息
張

A 

と合
、
費
本
、
換
言
す
れ
ば
貯
蓄
が
債
格
で
あ
る
。
此
債
格
の
定
ま
り
方
に
う
い
て
、
若
干
の
附
言
を
必
要
と
し
ょ

ぅ
。
私
が
名
づ
け
て
北
米
摩
振
と
い
ふ
一
一
蹴
の
奉
者
、
即
ち
プ
ェ
タ
ア
、

プ
ィ
シ
ヤ
ア
、

ナ
イ
ト
等
に
よ
れ
ぽ
、

所
相
骨
が
第
一
次
的
の
も
の
で
あ
り
、
資
本
は
第
三
次
的
、
剖
ち
蹴
生
的
の
も
の
で
あ
る
。
め
る
一
定
の
財
か
ら
特

ら
る
る
賂
京
市
の
所
得
の
合
計
せ
ら
れ
た
る
も
の
が
邸
ち
資
本
で
あ
る
。
勿
論
、
此
A
口
一
割
引
仁
際
し
て
、

一
定
の
率
に

従
ふ
Lι

こ
み
の
割
引
が
行
は
れ
る
。
そ
こ
?
¥
費
不
は
崎
京
牧
絡
の
割
引
か
}
伴
ふ
合
計
仁
よ
っ
て
定
ま
る
現
存
憤

値
で
あ
る
と
い
へ
る
c

此
見
方
の
土
に
立
ち
て
レ
ふ
と
刊
利
子
場
合
mw
快
定
と
レ
ふ
め
は
、

ご
聞
か
ら
見
3EY--

将
来
の
所
得
又
は
牧
益
と
、
そ
の
合
計
に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
ゐ
る
現
在
の
所
得
と
の
比
率
の
決
定
で
あ
る
。
此
比

率
が
一
面
に
於
て
は
、
利
子
歩
合
に
外
な
ら
ぬ
。

い
は
Y
現
在
所
得
と
、
将
来
所
得
と
の
交
換
比
率
、

又
は
現
在

財
と
将
来
財
と
の
交
換
比
率
、
こ
れ
帥
ち
利
子
歩
合
で
あ
る
。
進
み
て
い
ふ
と
、
利
子
と
い
ふ
の
は
、
所
得
の
純

計
に
劃
比
せ
し
め
-
た
る
現
存
所
得
で
あ
り
、
利
子
歩
合
と
い
ふ
の
は
、
か
の
総
計
と
、
こ
の
部
分
と
の
比
率
に
外

な
ら
ぬ
と
い
ひ
う
る
。

た
VH

、
ナ
イ
ト
に
あ
っ
て
は
.
資
本
の
永
久
性
又
は
永
久
存
蘭
性
の
主
張
に
件
ふ
と
こ
ろ
の
要
求
が
め
ち
、
こ

易
な
る
仕
方
は
、
永
久
所
得
の
概
念
を
用
ふ
る
こ
と
で
あ
る
。

れ
が
そ
の
準
設
に
特
有
の
色
彩
を
も
た
し
め
て
ゐ
る
。
ナ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
利
子
歩
合
を
導
き
出
す
の
に
最
も
容

一
定
期
間
に
亙
る
一
定
の
所
得
は
、
永
久
的
な
る

か
か
る
永
久
的
所
得
を
中
心

他
の
一
定
の
所
得
と
等
債
依
の
も
の
で
あ
り
、
前
者
を
後
者
に
襲
改
せ
し
め
う
る
。



と
し
て
称
子
歩
合
併
-
考
ふ
る
む
が
、
最
も
簡
単
に
し
て
且
つ
最
色
某
本
的
な
る
考
方
で
あ
か
。
而
し
て
こ
の
こ
と

は
、
本
来
資
本
の
永
久
性
と
相
臆
や
る
。
資
本
は
永
久
的
の
も
の
、
一
冗
本
は
消
耗
せ
ら
れ
ぬ
ゃ
う
常
に
補
償
せ
ら

る
る
と
い
ふ
合
計
的
立
場
が
常
に
左
ら
れ
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
利
子
歩
合
は
、

か
、
〉
る
資
本
と
永
久
的
な
る
年
所
得

と
の
比
率
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
利
子
歩
合
を
考
ふ
る
の
に
は
、
永
久
的
所
得
を
中
心
と
す
る
こ
と

が
最
色
容
易
で
あ
る
し
、
す
べ
て
の
一
定
期
間
の
牧
盆
は
か
く
し
て
永
久
的
の
も
の
と
書
き
か
へ
ら
る
る
の
が
、

資
本
化
の
根
本
的
な
る
事
宜
の
一
を
な
し
て
ゐ
る
。

一
円
ん
の
期
聞
の
取
盆
合
永
久
的
所
得
に

7
f
u
y
ヤ
ア
の
所
得
の
時
間
形
態
の
盛
夏
に
闘
す
る
見
解
を
参
照

割
払
は
ナ
イ
ト
め
刺
子
刻
一
論
の
許
制
仁
立
入
品
ま
ヘ
ド
、
此
動
じ
っ
h
l

て
め
一
松
岡
見
を
遡
べ
よ
う
。
土
寸
、

改
め
る
左
い
ふ
の
は
、
貸
借
に
よ
る
こ
と
明
で
あ
る
。
こ
の
勤
に
つ
い
て
は
、

す
べ
き
で
あ
ら
う
。

た
Y
此
時
間
形
態
の
境
更
が
、
利
子
歩
合
を
導
き
出
す
熔
の
最
も
容
易
な
る
仕
方
で
あ
ち
、
資
本
化
の
根
本
的
事
貨
で
あ
る
と
い
ム
ナ
イ
ト
の

主
張
は
ま
こ
正
に
理
解
し
が
た
い
。
本
来
、
利
子
歩
合
は
所
得
を
第
一
夫
的
事
賓
と
し
て
こ
れ
か
ら
出
費
す
る
限
り
、
資
本
の
大
さ
と
と
も
に
定

ま
る
。
資
本
の
大
き
が
定
ま
る
と
き
、
こ
れ
正
所
得
と
の
比
率
正
し
て
定
ま
る
は
宇
で
あ
る
。
然
る
に
、
所
得
の
時
間
形
態
の
蝿
型
化
は
、
利
子
歩

合
を
前
提
と
し
て
の
み
考
へ
得
る
こ
主
で
あ
る
。
利
子
歩
合
の
国
型
化
に
従
っ
て
、
一
定
の
所
得
形
態
は
異
な
れ
る
大
き
の
永
久
的
所
得
と
な
る
。

一
定
の
所
得
を
永
久
的
所
得
仁
改
め
る
こ
と
が
利
子
を
考
ム
る
根
本
的
仕
方
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。
む
し
ろ
そ
れ
は
利
子
歩
合
を
前
提
と
す
る
複
雑

な
る
操
作
で
あ
る
。
マ
ハ
ル
ウ
プ
は
い
ふ
。
二
の
資
本
化
の
仕
方
が
あ
る
。
一
は
資
本
財
の
存
績
期
閉
じ
於
り
る
総
収
盆
の
系
列
を
そ
の
ま
、
資

本
化
す
る
(
一
定
の
利
子
歩
合
に
よ
っ
て
割
引
し
て
集
計
す
る
)
。
他
は
、
抽
間
取
盆
か
ら
稀
償
部
分
を
差
引
〈
こ
と
に
よ
っ
て
、
永
久
所
得
を
求
め
、

こ
れ
を
資
本
化
す
る
。
賓
際
生
活
に
於
て
は
、
無
限
系
列
の
永
久
所
得
の
資
本
化
よ

h
色
、
有
限
期
間
の
牧
金
の
資
本
化
の
方
が
一
般
に
行
は
れ

る
。
そ
れ
は
毅
率
的
に
簡
単
で
色
あ
り
、
又
有
限
な
る
資
本
財
の
性
質
に

6
態
宇
る
。
マ
川
ル
ウ
プ
の
此
主
張
に
は
賛
同
せ
ゴ
る
を
得
ぬ
。
ナ
イ

ト
の
い
ふ
知
〈
、
費
用
は
た
す
史
的
の

6
の
な
ら
ば
、
現
在
の
資
本
債
値
の
た
え
宇
費
動
す
る
以
上
、
年
々
の
補
償
部
分
を
算
出
す
べ
き
基
礎
は

奥
へ
ら
れ
泊
。
純
牧
盆
の
大
き
を
し
る
べ
き
方
法
も
な
い
の
で
は
な
い
か
。
要
す
る
に
ナ
イ
ト
は
、
永
久
所
得
を
前
提
と
し
て
の
み
利
子
歩
合
の

ナ
イ
ト
利
子
論
の
吟
味

第
四
十
二
血
管
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八
二
三

説
明
と
議
論
k
を
進
め
よ
う
と
す
る
が
、
こ
れ
は
最
も
理
解
し
が
た
〈
、
叉
不
必
要
の
こ
と
と
思
は
れ
る
。

一一

ま
づ
資
本
用
役
を
商
品
と
見
る
立
場
を
と
る
場
合
に
於
て
山
、
-
次
の
知
〈
に
説
か
れ
て
ゐ
る
。
資
本
の
蓄
積
が
進
行
す
る
一
般
の
事
情
の
下
に
於

で
は
、
其
供
給
の
逗
加
部
分
が
新
に
需
要
せ
ら
れ
品
。
事
責
に
於
て
、
円
ぞ
れ
は
新
な
る
貯
蓄
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、
そ
れ
の
需
要
は
生
産
の
測

か
ら
来
る
(
消
費
の
矯
の
需
要
を
重
要
な
ら
ず
E
す
る
ナ
イ
ト
の
立
場
か
ら
い
ふ
と
)
。
印
ち
そ
れ
は
特
来
所
得
の
供
給
と
し
で
見
ら
る
べ
き
で
あ
Z
。

と
こ
ろ
が
一
定
の
新
投
資
に
よ
っ

τ得
ら
る
る
将
来
所
得
が
資
本
用
役
に
封
す
る
新
な
る
需
要
と
し
で
ゐ
ら
は
る
る
は
宇
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
一
の

ガ
悶
か
ら
定
1
b

飾
品
。
一
は
一
定
の
資
本
財
の
生

J

必
の
矯
に

rれ
だ
げ
の
費
府
を
要
す
る
か
と
い
ふ
こ
と
、
他
な
此
資
本
貯
が
ら
ど
れ
だ
げ
の
生
産
吻

慣
領
が
得
ら
る
る
か
土
い
ふ
こ

1
0
而
し
て
ナ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
生
産
袈
が
寅
質
に
於
て
、
生
産
の
魚
に
犠
牲
に
供
せ
ち
る
る
と
こ
ろ
の
現
省
所
絡

の
あ
る
数
量
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
若
干
と
色
生
産
|
l資
本
財
の
1
ー
を
増
す
場
合
に
於
て
も
、
増
加
又
は
減
少
せ
守
、
い
は
ず
一
定
の
費
用
に

於
て
生
産
せ
ら
れ
る
ω

所
謂
生
産
等
僚
に
費
動
を
来
き
な
い
。
衣
に
此
資
本
財
か
ち
得
ら
る
る
償
額
に
つ
い
て
い
ふ
と
、
ナ
イ
ト
は
殆
ど
毛
れ
の
増

減
に
注
意
を
梯
は
宇
、
こ
れ
を
軽
い
志
の
左
見
る
。
号
の
結
果
新
な
る
資
本
に
謝
す
る
需
要
と
し
て
あ
ら
は
る
べ
き
新
所
得
は
、
資
本
載
量
の
靖
加

に
伴
う
て
帥
型
化
せ
字
、
こ
の
こ

k
は
、
資
本
用
役
に
謝
す
る
需
要
領
絡
が
貯
蓄
の
増
初
、
却
も
供
給
せ
ら
る
る
資
本
用
役
の
増
加
仁
よ
っ
て
影
響
ぜ

ら
る
る
こ
と
殆
ど
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
ゐ
る
。

か
、
お
る
見
方
の
上
に
立
ち
て
い
ム
と
、
資
本
用
役
の
供
給
は
極
度
に
非
湾
カ
的
で
あ
る
。
即
ち
利
子
歩
合
の
麹
動
に
つ
れ
て
そ
れ
の
増
減
す
畠
卒
、

即
ち
利
子
歩
合
の
費
動
率
に
鵬
劃
す
る
資
本
用
役
の
供
給
の
鑓
動
卒
の
比
は
融
め
て
小
で
め
る
。
換
言
す
れ
ば
、
資
本
用
役
の
供
給
の
大
き
は
ほ
Y
-

定
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
濁
し
て
、
資
本
用
役
の
需
要
は
著
し
〈
環
力
的
で
あ
る
。
需
要
債
格
、
即
ち
費
用
に
艶
す
る
収
盆
市
中
の
僅
小
な
る
麹
動

は
需
要
数
量
の
大
な
る
場
動
を
件
ム
。
す
べ
て
一
般
の
商
品
の
場
合
に
於
げ
る
と
同
じ
〈
、
資
本
用
役
と
い
ム
商
品
の
資
買
の
場
合
に
於
て
も
、
需

要
と
供
給
と
に
於
げ
る
弾
力
性
の
状
況
が
此
の
如
〈
で
あ
る
な
ら
ば
、
債
格
は
す
べ
て
需
要
領
絡
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
今
の
場
合
に
於
げ
る
需
要
債

格
と
い
ふ
の
は
一
定
の
資
本
、
従
う
て
一
定
の
資
本
財
か
ら
得
ら
る
る
と
こ
ろ
の
年
取
盆
の
資
本
に
艶
す
る
比
率
を
い
ふ
。
ナ
イ
ト
は
此
揚
合
、
債

格
と
し
て
定
ま
呂
色
の
は
、
何
年
賀
(
可
OPE-
宮
R
r
E
O
)
で
あ
る
と
い
ム
が
、
そ
れ
は
利
子
歩
合
の
逆
数
に
外
な
ら
ぬ
か
ら
、
事
賞
に
於
マ
旬
、

の
事
態
を
示
し
で
ゐ
る
わ
げ
で
あ
ら
う
。

同

将
来
所
得
を
商
品
と
見
る
立
場
は
次
の
如
〈
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

崎
明
来
所
得
、

割
ち
年
冷
の
牧
盆
を
得
る
居
坤

2) p Ma.chlup， Professor Knight nnd The Period of J>roductioo， JO町 田1of Political 
Economy， October ]935， 584 
}<'. H. Knight， F日 her'sInte目前 Theory，]oUI"ll::，l of Polihcal Economy， 1931.， 
p. 200 et seq. 



、

一
定
の
費
用
が
必
要
と
な
る
。
而
色
将
来
所
得
を
色
た
ら
す
色
の
は
、

一
定
の
資
本
財
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

が
生
産
に
要
す
る
費
用
は
、
印
ち
将
来
所
得
ぞ
う
る
魚
の
費
用
で
あ
る
。
ム
」
こ
ろ
が
、
此
資
本
財
は
、
殆
ど
一
定

の
費
用
に
よ
っ
て
増
加
し
得
ら
れ
る
。
従
っ
て
、

一
定
の
年
牧
盆
帥
ち
年
所
得
の
供
給
は
、

一
定
の
供
給
債
格
に

於
て
無
限
に
(
宜
際
的
意
味
に
於
て
)
増
加
し
得
ら
る
る
わ
け
で
あ
る
。
卸
ち
将
来
所
得
の
供
給
の
強
力
性
は
極
め

て
大
き
い
。
ぞ
れ
故
に
、
債
格
即
ち
一
定
の
年
所
得
仁
聾
し
て
支
排
は
る
る
貨
幣
量
は
、
此
資
本
財
の
生
産
費
に

よ
っ
て
定
ま
ぷ
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
に
と
へ
共
需
要
が
如
何
な
る
姿
の

S
の
で
あ
る
に
し
て
色
、
債
格
の
落
ち
つ

t
と
こ
ろ
は
ほ
ぽ
川
一
マ
あ
る

3

此
僻
初
勝
一
痕
断
得
の
需
襲
の
側
は
如
何
で
め
ら
町
下
か
。
今
、
話
一
県
在
日
九
ら
お
べ

雪
自
の
は
.
官
質
上
ー
か

L
4
年
所
特
の
購
入
に
む
の
ら
る
る
と
こ
ろ
の
新
貯
蓄
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
利
子
歩
合

の
如
何
に
は
殆
E
依
存
す
る
と
こ
ろ
の
な
い
一
定
の
新
貯
蓄
が
あ
り
、
そ
れ
台
以
て
、
資
本
財
の
債
格
に
臆
じ
て

之
合
買
入
れ
よ
う
と
す
る
。

rか
ら
、

一
定
の
年
所
得
に
劃
す
る
需
要
、
立
入
っ
て
い
へ
ば
、
之
を
色
た
ら
す
所

一
定
の
所
得

の
資
本
殿
に
掛
す
る
需
要
は
、
新
貯
蓄
を
そ
れ
の
生
産
費
を
以
て
除
し
た
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。

師
ち
牧
盆
を
色
つ
、
資
本
財
の
需
要
領
格
に
臆
中
る
需
要
数
量
を
、
示
す
と
こ
ろ
の
需
要
曲
線
が
求
め
得
ら
る
る

で
あ
ら
う
が
、
而
も
、
ぞ
れ
の
性
質
は
前
越
の
理
由
に
よ
っ
て
、
債
格
ひ
い
て
は
、
利
子
歩
合
に
闘
係
す
る
と
こ

ろ
が
な
い
。

此
場
合
、
色
し
需
要
と
供
給
と
を
聞
に
よ
っ
て
一
尽
き
う
と
す
る
な
ら
ば
、
突
の
如
き
注
意
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。
需
要
し
供
給
せ
ら
る
る
k
こ

ろ
の
載
量
は
.
一
定
の
牧
盆
を
色
た
ら
す
と
こ
ろ
の
資
本
財
の
個
数
で
あ
る
。
こ
れ
を
横
軸
に
於
て
一
広
す
な
ら
ば
、
縫
軸
に
於
て
示
さ
る
る
色
の

は
巽
債
絡
で
あ
る
。
而
-
色
此
煩
絡
は
一
定
の
牧
盆
(
た
と
へ
ぽ
年
牧
盆
百
園
)
を
色
た
ら
す
資
本
財
の
債
格
で
あ
る
。
資
本
財
の
需
要
領
格
高
き
と

ナ
イ
ト
利
子
論
の
吟
味

第
四
十
二
血
管

第
五
一
毅

i¥. 

K.night， Capital， Time and the Interest IミH町 Economica，August 9 I 341 p. 
281 et seq. 
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ナ
イ
ト
利
子
論
の
吟
味

第
四
十
二
巻

j¥ 

四

第
五
務

き
「
ド
は
、
一
定
の
貯
蓄
を
以
て
買
ひ
得
る
数
量
は
減
宇
る
、
需
要
曲
線
は
右
下
h
J
・
即
ち
遁
降
的
で
あ
る
。

ナ
イ
ト
が
此
二
の
見
方
に
於
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
い
て
ゐ
る
と
こ
ろ
は
、
寅
質
に
於
て
同
一
の
こ
v
と
が
ら
で
あ
る

と
息
ふ
。
た
Y
、
ナ
イ
ト
自
身
近
時
に
於
て
は
、
む
し
ろ
永
久
的
所
得
、
印
ち
永
久
的
牧
益
を
以
て
商
品
と
見
る

後
の
見
方
に
立
つ
ー
と
見
ら
る
る
が
故
に
、
議
に
は
そ
の
見
方
を
前
提
と
し
て
考
察
の
歩
を
遜
め

τみ
よ
う
む

ま
づ
、
所
符
そ
の
も
め
を
商
品
止
し
て
取
扱
ふ
こ
正
に
異
存
は
な
い
。
け
れ
ど
も
所
得
又
は
牧
盆
を
買
ふ
と
い

ふ
こ
と
が
、
何
故
に
資
本
財
を
買
ふ
こ
と
k
同
一
で
あ
る
の
か
、

叉
此
商
品
の
供
給
が
資
本
財
(
ナ
イ
ト
の
立
場

を
貫
い
て
ゆ
け
ば
、
此
外
に
、
土
地
そ
の
も
の
を
も
)
の
供
給
k
同
一
で
あ
る
の
か
。
費
本
財
は
、
単
調
に
生
産

物
を
作
り
出
し
得
な
い
。
そ
れ
は
他
の
種
ゃ
な
る
生
産
要
素
と
の
結
合
に
よ
っ
て
の
み
生
産
物
を
あ
げ
得
る
。
ぞ

れ
が
一
定
の
耽
益
を
も
ち
得
る
の
は
、
此
生
産
物
の
債
格
か
ら
岬
協
働
し
た
る
他
の
生
産
要
素
の
債
格
を
引
き
去

っ
た
る
残
鈴
を
、
ぞ
れ
の
牧
盆
と
見
る
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
此
協
働
に
於
て
、
資
本
財
と
他
の
生
産
要
素
と

が
会
〈
並
列
的
な
る
地
位
に
立
つ
こ
と
は
、
ナ
イ
ト
自
身
の
強
〈
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
う
す
る
と
、
資

本
財
に
か
う
る
牧
盆
が
認
め
ら
る
る
と
杢
〈
同
一
の
理
由
に
よ
っ
て
、
他
の
す
べ
て
の
生
産
要
素
に
も
ま
た
牧
盆

が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
向
。
牧
盆
を
一
貝
ふ
ー
と
い
ふ
こ
止
が
直
に
、
資
本
財
を
買
ふ
こ
と
で
あ
る
と
い
ふ
見
地
そ
の

も
の
が
根
本
か
ら
吟
味
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ナ
イ
ト
は
屡
ミ
資
本
が
一
定
の
、
而
も
め
る
制
約
を
も
っ
貨
幣
量
と
し
て
め
ら
は
さ
る
あ
こ

k
を
遮
ベ

τゐ
op. cit.， p. 26r. 



る
。
そ
の
意
味
す
る
資
本
が
生
産
資
本
に
非
や
し
て
、
替
利
費
本
で
あ
る
こ
と
は
明
で
あ
る
。
さ
う
で
あ
る
以
上
、

資
本
と
い
ふ
一
定
の
貨
幣
量
は
、
固
定
的
な
る
資
本
財
脅
買
ふ
ー
と
共
に
、
勢
働
、
原
料
、
植
利
等
あ
ら
ゆ
る
生
産

財
を
頁
ふ
魚
に
利
用
せ
ら
る
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
ね
。
所
調
一
の
資
本
項
目
(
山
口
喜
一
宮
一
宮
ヨ
)
は
必
や
し

色
生
産
的
道
具
、

叉
は
財
産
の
み
で
は
な
い
で
あ
ら
号
。
次
の
二
者
を
卸
ち
と
い
ふ
言
葉
を
以
て
連
接
す
る
こ
と

(

σ

)

手
巾
同
町
内
。
『

2-g-
回目一目ぐと巴叩

は
許
し
が
た
い
こ
と
で
あ
ら
う
。
(
日
)
吾
目
白

S
E
E
-『円山℃一
E
Z
E
}二
円
四
ヨ

6
 

0

『
同
コ
可
言
。
E
n
Z
5
2
1
2
5
2件。『同)「。勺巾『
3
L岬
巾
コ
阿
国
同
国
=
可

B
O門
口
市
三
・
所
得
'TM貝
ふ
こ
と
は
、
所
得
を
買
ふ
こ

L
し
で
あ
り
、
資
本
財
を
賀
ふ
こ
と
で
は
な
い
。

一
定
の
町
特
即
ち
資
本
利
子
を
賀
ふ
も
の
は
、
費
十
中
山
都
却
も
貯
蓄

(
節
約
せ
ら
れ
た
る
資
本
の
用
役
」
の
供
給
者
で
あ
る
。
資
本
財
を
買
ふ
色
の
は
企
業
で
あ
る
。
企
業
は
所
得
、
所

謂
永
久
的
牧
盆
を
買
り
こ
そ
す
れ
、
之
を
買
ふ
色
の
で
は
な
い
。
十
イ
ト
の
議
論
の
組
立
、
乃
宅
設
明
の
仕
方
は
一

方
に
於
て
、
所
得
又
は
牧
往

(
私
は
別
の
機
舎
に
も
の
ぺ
た
る
如
く
、
融
労
働
外
の
所
得
を
牧
盆
ム
」
み
る
。
此
際
ナ
イ

ト
が
責
買
せ
ら
る
る
も
の
と
見
て
ゐ
る
の
は
枇
盆
を
も
た
ら
す
も
の
、
牧
益
の
基
本
と
し
て
の
牧
盆
財
で
あ
ぁ
。
)

の
責
買
に
於
け
る
こ
種
の
主
瞳
卸
ち
資
本
家
と
企
業
主
瞳
と
の
分
化
を
ぬ
り
つ
ぶ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
許
す
べ
か

ら
ざ
る
混
同
を
敢
て
す
る
。
ぞ
れ
と
共
に
、
他
方
に
於
て
は
、
資
本
を
以
て
た
ヨ
資
本
財
、
詳
言
す
れ
ば
牧
盆
財

の
債
格
と
の
み
見
る
と
い
ふ
許
し
が
た
い
見
方
を
敢
て
し
て
ゐ
る
。
「
資
本
と
利
子
と
の
純
粋
理
論
」
を
示
す
と
主

張
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
三
の
方
程
式
、
却
も
一
方
に
於
て
は
、
建
設
期
間
の
利
子
を
も
積
算
し
た
る
費
用
と
、
勝

来
得
ら
る
べ
き
と
こ
ろ
の
所
得
の
割
引
を
加
味
し
た
る
累
許
と
の
相
等
し
い
こ
と
を
示
す
と
こ
ろ
の
方
程
式
は
、

ナ
イ
ト
利
子
論
の
吟
味

第
四
十
二
巻

八
二
五

第
五
按

op. ci t.， p. 260. 6) 
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イ
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利
子
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味

第
四
十
二
巻

八
二
六

第
五
時
職

四

そ
の
財
の
所
得
が
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
限
り
、
こ
れ
を
十
分
な
る
「
利
子
の
理
論
」
と
い
び
う
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
山
刊

そ
れ
は
な
る
ほ
ど
そ
の
資
本
項
目
の
所
得
が
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
限
り
、
共
財
の
均
衡
債
格
を
正
確
に
あ
ら
は
す
も

の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
此
財
の
所
得

ω如
何
な
る
大
さ
の
・
も
の
で
あ
り
、
如
何
に
し
て
定
ま
る
か
に
つ
い
て
は
、

何
事
を
も
教
へ
な
い
。
向
此
方
程
式
は
、

た
Y
あ
る
一
の
資
本
項
目
に
闘
す
る
限
り
の
も
の
で
め
っ
て
、

一
企
業

の
会
資
本
に
つ
い
て
何
事
を
も
述
べ
争
、
叉
一
資
本
家
の
供
給
す
る
資
本
用
役
に
つ
い
て
も
、
何
事
ぞ
も
教
へ
ね
。

こ
れ
は
「
資
本
と
利
子
と
の
聞
論
一
の
一
の
構
成
部
分
で
沈
め
り
得
る
に
せ
よ
、
h
r
¥
3
a

る
理
論
そ
の
も
わ
で
あ
る
こ

と
は
出
来
な
い
。

上
に
述
べ
↑
い
る
と
こ
ろ
は
、
た
い
〉
利
子
理
論
の
構
成
の
仕
方
に
闘
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
か
ら
立
入
っ
て
、
共
理
論

の
推
理
過
程
そ
の
も
の
の
吟
味
に
立
入
り
た
い
。
ナ
イ
ト
の
立
場
は
、
根
本
に
於
て
‘
利
子
の
上
に
及
ぽ
す
主
観

的
客
観
的
雨
要
素
の
作
用
を
否
定
し
な
い
。
此
意
味
に
於
て
、
そ
れ
は
時
差
詑
又
は
其
他
の
心
理
読

ω
中
に
戴
ふ

べ
き
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
単
純
な
る
生
産
力
説
と
云
ひ
去
る
べ
き
も
の
で
色
な
か
ら
う
。
二
の
要
素
叉
は
因
子

の
作
用
佐
共
に
考
慮
す
る
意
味
に
於
て
、
そ
れ
は
一
種
の
折
衷
設
と
も
見
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
此
限
り
に
於
て
、

そ
れ
は
Y

イ
シ
ヤ
ア
に
近
い
。

フ
ィ
シ
ヤ
ア
利
子
準
設
に
劃
す
る
そ
の
根
本
的
態
度
は
之
を
示
し
て
ゐ
る
。
た
い
3

、

ナ
イ
ト
の
利
子
理
論
を
し
て
、

フ
イ
ジ
ヤ
ア
の
そ
れ
か
ら
離
れ
さ
せ
る
も
の
の
第
一
は
.
ぞ
れ
の
貴
質
に
於
け
る

生
産
力
説
へ
の
接
近
で
あ
る
。
第
二
は
、
主
観
的
要
素
に
闘
す
る
特
有
な
る
見
方
で
あ
る
。
私
は
此
後
の
鮪
に
賛

同
を
惜
ま
ゴ
る
と
共
に
、
前
の
鈷
に
つ
い
て
若
干
の
異
論
を
も
っ
。



ι
所
得
の
供
給
の
無
限
に
大
な
る
環
力
性
に
よ
っ
て
、

一
定
の
所
得
を
買
入
る
る
債
格
と
し
て
の
資
本
の
大
さ

が
、
専
ら
供
給
の
側
よ
り
定
ま
る
、
と
い
ふ
の
が
、
ナ
イ
ト
の
y

f
シ
ヤ
ア
利
子
論
に
加
へ
た
名
批
評
の
骨
子
で

あ
る
。
け
れ
ど
色
、
ナ
イ
ト
の
此
揚
令
に
於
け
る
推
論
は
、
如
何
な
る
段
階
ヤ

E
っ
て
進
ん
で
ゐ
る
か
。

一
定
の

所
得
の
供
給
債
格
が
一
定
し
て
ゐ
る
左
い
ふ
主
張
は
、
ニ
の
前
提
を
暗
部
想
し
て
ゐ
る
。
向
一
定
の
所
得
を
も
仁
ら

し
て
ゐ
る
費
本
財
の
生
産
に
つ
い
て
は
、
費
用
遁
増
の
法
則
色
費
用
遁
減
の
法
則
も
は
だ
ら
か
子
、

一
定
の
費
用

に
於
て
ど
れ
だ
け
で
も
生
産
し
待
ら
る
る
こ
と
。
間
資
本
財
が
増
加
し
て
も
、
ぞ
れ
か
ら
得
ら
る
る
牧
盆
に
は
墾

化
の
な
い

t
と
。
此
後
の
軌
は
切
一
仁
次
の
ニ
の
と

E
を
前
提
と
し
て
ゐ
る
は
す
で
あ
る
c

判
一
定
局
観
の
資
本
封

が
増
産
せ
ら
れ
て
色
共
生
産
物
の
債
格
が
鑓
化
せ

.F・
る
こ
と
、
制
そ
れ
と
協
働
す
る
他
の
生
産
財
債
格
に
麺
化
の

な
い
こ
と
。
勿
論
ナ
イ
ト
の
説
明
の
あ
る
部
分
に
は
、
資
本
の
永
久
性
を
論
や
る
揚
合
、

な
る
種
類
の
資
本
財
に
取
代
ら
る
る
こ
と
が
力
説
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
け
れ

E
も
、
今
の
論
賄
に
そ
れ
を
持
出
す
必
要

一
の
資
本
財
が
他
の
新

は
な
い
で
あ
ら
う
。
叉
持
出
す
ぺ
さ
で
も
な
か
ら
う
。
何
p

と
な
れ
ば
、
ナ
イ
ト
は
費
用
一
定
と
い
ふ
こ
と
ド
重
勤

を
置
い
て
論
じ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は

t
y
一
種
類
の
資
本
財
を
離
れ
て
は
意
味
を
・
も
た
な
い
か
ら
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
か
く
さ
れ
た
る
前
提
を
一
旦
明
に
掲
げ
出
さ

F
る
こ
と
が
、
す
で
に
論
謹
の
仕
方
に
於

て
許
し
が
た
い
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
前
提
が
す
べ
て
、
事
貨
に
於
て
奥
へ
ら
れ
た
る
色
の

と
見
る
こ
と
が
容
易
に
許
し
が
た
い
。
今
日
、
生
産
の
制
限
に
よ
っ
て
、
辛
じ
て
生
産
物
の
債
格
が
維
持
せ
ら
れ

て
ゐ
る
現
肢
に
於
て
、
資
本
が
ど
こ
ま
で
増
加
し
て
も
、

一
資
本
財
か
ら
符
ら
る
る
牧
盆
に
品
硬
化
が
な
い
ほ

E
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ト
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子
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吟
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四
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ナ
イ
ト
剥
子
論

ω
吟
味

第
四
十
二
審

第
五
時
制

丹、

丹、

ーノ、

に
、
生
産
物
債
格
に
麺
動
を
奈
さ
げ
〉
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
は
生
産
物
の
需
要
の
弾
力
性
が
、
極
め
て
大
で

あ
る
と
き
に
の
み
然
り
と
答
へ
ら
る
‘
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
、
資
本
一
般
に
つ
い
て
さ
う
い
ひ
う
る
の
に
は
、
す

べ
て
の
種
類
の
生
産
物
需
要
の
弾
力
性
を
綜
合
し
て
考
へ
た
る
と
き
に
さ
う
で
あ
る
事
を
要
し
よ
う
。

ナ
イ
ト
は
此
黙
に
つ
い
て
、
次
の
如
、
き
説
明
を
も
ち
出
し
て
ゐ
る
。

北
米
会
衆
闘
を
一
の
資
本
市
場
と
み
よ

ぅ
。
大
館
、
資
本
用
役
の
需
要
の
利
子
に
闘
す
る
弾
力
性
(
乙
の
表
現
は
資
本
用
役
を
商
品
と
見
る
と
い
ム
前
提
に

立
っ
て
ゐ
&
こ
と
、
一
広
ふ
ま
で
も
な
ρ
プ
伊
}
1
と
見
て
、
大
な
る
朝
間
違
法
な
h
で
あ
ら
う
c

ダ
グ
ラ
ス
ψ

コ
ッ
プ
の

方
式
に
於
け
る
此
四
時
力
性
は
H
q
で
あ
る
。
弾
力
性
ー
と
す
る

k
、
概
算
四
千
億
弗
の
資
本
財
が
二
倍
と
な
る
時
に
、

利
子
歩
合
が
字
分
に
低
下
す
る
。
年
貯
蓄
は
今
の
場
合
の
遁
加
四
千
億
弗
の
二
十
分
の
つ
邸
ち
二
十
億
を
こ
ゆ

る
こ
と
は
な
か
ら
う
o

そ
れ
故
に
、

一
年
の
貯
蓄
印
ち
所
得
の
需
要
が
い
つ
も
の
程
度
よ
り
も
大
で
あ
る
か
ら
と

て
、
そ
れ
が
利
子
歩
合
に
及
ぼ
す
影
響
は
一
去
ふ
に
足
ら
ぬ
も
の
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
勿
論
、
現
質
的
な
る
事
貨
に

つ
い
て
の
見
方
で
、
理
論
的
な
る
、
而
し
て
、
瞬
間
的
な
る
所
得
需
要
増
加
の
場
合
で
は
な
い
が
、
事
態
を
推
知

す
る
に
は
足
る
で
あ
ら
わ
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
私
は
次
の
如
〈
に
考
へ
る
。
な
る
ほ
ど
此
論
擦
の
援
用
は
、
資
本

材
の
増
加
が
枇
益
率
ひ
い
て
は
利
子
歩
合
の
低
下
を
、
招
来
す
る
こ
L
」
割
合
に
徴
冷
た
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
ふ

主
張
ぞ
強
め
し
め
る
。
け
れ
ど
も
、
考
ふ
べ
き
こ
と
が
め
る
。
第
一
、

ダ
グ
ラ
ス
・
コ
ッ
プ
の
方
式
に
於
て
一
不
さ

る
る
左
こ
ろ
の
弾
力
性
は
共
性
質
上
、
こ
れ
を
資
本
用
役
の
供
給
が
二
倍
と
な
る
場
合
に
ま
で
、
趨
用
し
う
ぺ
き

も
の
で
あ
る
や
否
や
。
そ
れ
に
於
て
示
き
る
る
も
の
は
む
し
ろ
、
所
謂
勅
弾
力
性
で
は
な
か
ら
う
か
。
第
一
一
、
そ

Econo回目a7) Knight. Fisher':; Intere:;t Theory， p. 20<); ditb" Capit凡1etc.， 
August， 1934， p. 284; ditto， Ethics of Competit::oX1， p. 26~~. 



の
結
を
措
〈
に
し
て
も
、

営
然
、
均
衡
的
利
子
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
然
る
に
、

ダ
グ
ラ
ス
・
コ
ッ
プ
の
方
程
式
が
示
す
が
如
き
限
界
生
産
力
に
よ
っ
て
定
ま
る
利
子
ば

ナ
イ
ト
の
考
へ
て
ゐ
る
利
子
、
現
質
的
な
る
利
子
は
、
す

ペ
て
後
遺
の
限
界
に
於
げ
る
資
本
用
役
の
需
給
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
主

k
し
て
、
年
ι
干
の
追
加
資

本
と
そ
れ
に
劃
す
る
需
要
と
の
闘
係
に
よ
っ
て
定
ま
り
、
そ
の
利
子
歩
合
に
よ
っ
て
奮
き
資
本
財
の
債
格
が
支
配

せ
ら
る
る
と
い
ふ
闘
係
に
立
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、

ダ
グ
ラ
ス
・
コ
ッ
プ
の
方
式
か
ら
得
ら
る
る
結
論
を
そ
の
ま

ま
、
此
場
合
に
あ
て
は
め
う
べ
き
・
も
の
で
は
な
い
と
思
ふ
。
な
ほ
一
の
結
を
附
記
し
よ
う
。
た
と
ひ
生
産
方
法
を

一
定
の
鳴
め
の
と
し
て
色
、
資
本
財
の
生
産
駒
誠
一
定
と
い
ふ
こ
と
忙
け
か
ら
、

r
j
h凡
h
b
〉

4
1
E
f
5
4
E

↑

.2A
じ
明
主

c
d
h
E↓
重
力
一
d
A
l
w

ゐ
る
と
い
ひ
が
に
い
こ
と
は
、
前
に
述
べ
に
る
通
り
で
あ
る
。
然
る
に
、
典
へ
ら
れ
た
る
健
件
の
下
に
於
て
は
、

遺
加
資
本
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
必
宇
や
新
し
き
生
産
方
法
が
選
ば
れ
、
ま
た
新
し
き
財
が
供
給
せ
ら
る
る
で

め
ら
う
。
牧
盆
を
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
資
本
財
の
会
〈
新
な
る
も
の
が
つ
け
加
へ
ら
る
る
で
あ
ら
う
。
生
産
費
一

定
の
前
提
に
よ
っ
て
、
牧
症
を

6
た
ら
し
得
る
費
用
の
一
定
で
あ
る
こ
と
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
し
て
も
、
ぞ
れ
は

理
論
的
に
不
可
な
る
事
情
に
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

序
に
、
利
子
歩
合
は
零
と
な

h
得
る
か
と
い
ふ
問
題
に
閲
す
る
ナ
イ
ト
の
見
解
に
論
及
し
よ
う
。

た
る
と
こ
ろ
か
ら
推
知
し
得
品
。

此
勤
に
闘
す
る
ナ
イ
ト
の
見
解
は
、
前
に
蓮
ベ

一
定
の
所
得
に
封
す
る
需
要
の
揮
カ
性
が
無
限
に
大
で
あ
る
と
い
ム
ナ
イ
ト
山
主
張
か
ら
、
営
然
に
、
資
本
の
非

常
に
巨
額
な
る
増
加
と
い
へ

E
も
、
利
子
歩
合
の
割
合
に
小
な
る
低
下
を
来
す
に
過
ぎ
争
、
と
い
ふ
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
利
子
歩
合

が
零
ド
い
ま
で
低
下
す
る
こ
と
は
あ
り
得
べ
か
ら
也
さ
る
こ
と
で
め
る
、

k
い
は

Y
る
を
得
ぬ
。
ナ
イ
ト
は
他
の
制
四
角
か
ら
、
此
問
題
を
扱
っ
て
ゐ

ao

E

賓
の
知
〈
に
謡
、
ベ
て
ゐ
る
こ
と
を
法
目
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
「
少
〈
と
も
、
利
子
歩
合
又
は
資
本
の
生
産
カ
は
決
し
て
零
に
達
し
得
ゲ
る
こ
と
、
明

ナ
イ
ト
利
子
論
の
吟
味

第
四
十
二
巻

八
二
九

第
五
強

七



ナ
イ
ト
利
子
論
の
吟
味

第
五
毅

第
四
十
二
巻

i¥. 

O 

A 

何

E
な
れ
ば
、
個
々
の
産
業
に
於
て
き
へ
色
、
こ
れ
以
上
の
投
資
に
よ
っ
て
生
産
物
を
増
加
し
得
る
充
極
の
限
界
と
い
ふ
も
の
が
、
殆
ど

な
い
の
で
め
畠
か
ら
、
利
子
歩
令
は
、
其
生
産
の
鴛
に
資
本
が
何
等
か
の
仕
方
に
於
て
入

b
こ
な
所
の
、
す
べ
て
の
腕
知
の
生
産
物
が
、
経
験
的
に

又
は
構
想
上
、
自
由
財
と
な
る
時
に
の
み
、
零
と
な
り
得
る
で
め
ら
'
弘
」
「
費
明
や
祉
舎
進
歩
の
す
べ
て
の
形
態
が
止
み
、
而
し
で
節
約
が
無
限
に

高
率
に
於
て
行
は
れ
で
も
、
利
子
歩
合
は
零
に
低
下
し
な
い
で
め
ら
う
。
自
由
財
左
な
る
こ
と
の
な
い
数
へ
き
れ
ぬ
諸
商
品
の
供
給
を
増
加
せ
し
な

る
婚
に
、
資
本
を
利
用
す
る
こ
左
の
可
能
に
劃
し
て
何
の
限
界
色
な
い
か
匂
」
ま
づ
正
面
か
ら
利
子
の
零
に
低
干
し
得
ぬ
こ
と
を
取
扱
へ
る
後
の
論

詮
に
つ
い
て
考
へ
ょ
う
。
こ
れ
は
頗
品
解
し
難
き
意
凡
な
り
と
一
耳
ム
外
は
な
い
。
利
子
が
零
に
ま
で
低
下
す
昌
勿
に
は
、
生
産
物
の
償
絡
が
零
に
ま

で
低
下
す
る
こ
と
を
要
す
る
で
あ
ら
う
と
は
考
へ
ら
れ
向
。
例
へ
ば
、

U

品
ム
ペ
エ
タ
ア
的
静
態
の
構
想
に
於
て
、
す
べ
て
の
生
産
物
は
一
定
の
一
債

格
に
於
ピ
資
ら
る
る
に
拘
は
ら
中
、
利
子
渉
合
以
零
!
な
る
。
ペ
ー
ム
の
利
子
歩
合
決
山
止
の
理
論
仁
於
寸
も
、
資
本
の
鰍
量
が
あ
Z
大
手
に
一
遇
す
れ

ば
、
生
産
物
は
仙
H

J

れ
山
町
れ
の
償
給
e
Y
4
t
-お
が
ら
、
利
子
は
愉
減
す
品
。
ア
イ
ト
は
何
故
に
利
子
の
仙
削
減
が
偲
私
mw
輸
滅
、
副
も
す
べ
て
の
財
の

白
由
財
化
を
ま
っ
と
す
る
か
。
金
〈
理
解
に
帯
し
れ
U
E
喋
に
、
そ
れ
は
根
根
か
ら
誤
っ
て
ゐ
る
と
信
ぜ
ぎ
畠
を
得
ぬ
。
前
の
論
勤
に
つ
い
て
は
、
其

論
擦
に
問
題
と
す
べ
き
慰
の
存
す
る
こ
と
、
前
述
の
知
〈
で
あ
る
。
而
し
て
、
ナ
イ
ト
の
掲
げ
出
し
た
る
が
如
き
論
擦
を
以
て
す
昌
と
き
じ
は
、
僚

に
十
年
間
に
於
げ
る
(
日
本
に
於
て
大
正
十
二
年
か
ら
昭
和
八
年
ま
で
)
金
利
の
牛
分
に
近
き
低
下
も
全
く
説
明
し
が
た
い
こ
と
と
な
る
で
め
ら
う
。

年
々
の
蓄
積
資
本
の
供
給
は
決
し
て
き
う
念
に
増
加
し
て
は
ゐ
な
い
。
又
数
億
闘
の
公
債
の
増
焚
が
、
念
に
金
利
を
動
か
す
こ
と
も
理
解
し
が
た
い

こ
と
と
な
る
で
あ
ら
う
。

で
あ
る
。

四

私
は
こ
れ
か
ら
、

ナ
イ
ト
の
利
子
理
論
に
於
け
る
根
本
的
難
動
を
指
摘
し
よ
う
と
す
る
。

上
に
述
べ
た
る
が
如
き
諸
輸
に
於
げ
る
困
難
が
全
く
な
い
も
の
と
す
る
。
そ
の
上
に
、
論
を
準
め
よ
う
。

ナ
イ

ト
の
利
子
理
論
は
、
所
得
又
は
耽
盆
を
輿
へ
ら
れ
た
る
も
の
と
し
て
出
殺
し
て
ゐ
る
。
勿
論
、
共
立
場
に
於
て
は

所
得
が
第
一
次
的
の
賓
在
で
あ
る
か
ら
、

の
割
引
を
件
ふ
総
計
と
し
て
の
資
本
概
念
が
そ
れ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。

き
う
い
ふ
出
接
結
か
ら
准
h
u

こ
と
に
つ
い
て
は
異
存
を
も
た
向
。
所
得

か
〉
る
資
本
概
念
を
と
る
事
自
瞳
に
は

4
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何
の
矛
盾
も
な
い

o
t
y
共
立
場
に
よ
っ
て
利
子
歩
合
の
決
定
が
根
本
か
ら
説
明
せ
ら
れ
得
る
で
ゐ
ら
う
か
。
そ

こ
に
問
題
が
横
は
る
。

勿
論
、
此
合
計
的
安
本
概
念
に
劃
し
て
は
、
所
得
が
所
謂
第
一
次
的
責
在
と
し
て
輿
へ
ら
れ
る
。
け
れ
ど
色
、

此
所
得
白
瞳
は
如
何
に
し
て
成
立
す
る
か
、
こ
れ
が
利
子
の
説
明
を
十
分
な
ら
し
む
る
魚
に
珠
め
答
へ
ら
れ
て
ゐ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
が
、
ま
づ
そ
れ
は
ナ
イ
ト
に
あ
っ
て
、
会
く
答
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

t
y
、
消
費
的

所
得
は
時
間
を
過
し
て
の
用
役
債
値
の
あ
る
率
で
あ
る
'
と
い
ひ
、
叉
時
間
に
よ
っ
て
除
せ
ら
れ
た
る
富
と
し
て
定

義
サ
ら
る
ぺ
手
交
換
償
値
の
流
れ
、
時
に
闘
す
る
官
の
大

3
の
微
分
向
で
め
る
と
い
ふ
。
け
れ
ど
も
、
生
産
に
喪

f
y
a
tぃ
E
4
E司

h
t
)

》
1

d
d
f一

司

M
W
同
ぞ
れ
UEψ
れ引

生
成
一
に
よ
っ
て
利
ら
る
る

2
乙
ろ
の
消
費
的
所
科
の
方
が
何
故
に
大
で
あ
る
か
、
叉

ど
れ
だ
け
大
で
あ
る
か
、
換
言
す
れ
ば
、
資
本
項
目
が
も
た
ら
す
所
の
牧
盆
が
何
故
に
成
立
す
る
か
、
そ
の
大
き

は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
こ
れ
に
謝
し
て
は
何
等
の
説
明
も
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
従
っ
て
奥
へ
ら
れ
て
ゐ

る
も
の
は
、
た
Y
所
得
と
資
本
と
の
聞
の
舎
許
的
記
述
に
外
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か
、
ぞ
れ
は

E
れ
ほ
ど
正
確
で

め
る
に
し
て
色
、
そ
れ
に
よ
っ
て
利
子
理
論
が
十
分
に
奥
へ
ら
れ
た
と
い
ひ
得
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

こ
〉
に
於
て
、
生
産
費
、
生
産
等
債
等
の
概
念
に
つ
い
て
考
へ
ょ
う
。
ま
づ
、
ナ
イ
ト
の
次
の
文
句
に
つ
い
て

み
る
。
「
利
子
歩
合
は
本
質
的
に
ほ
、
費
用
が
債
格
を
決
定
す
る
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。

オ
ル
タ
ネ
エ
テ
イ
ず
・
コ
ス

r

.
費
、
即
ち
謹
揮
的
費
用
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。

そ
の
意
味
に
於
け
る
生
産

リ

ソ

才

九

*

一
定
の
大
き
の
消
費
的
所
得
を
も
た
ら
す
資
源
が
、
そ
の
代

'nソ
-
』
、

t
 
一
定
の
期
問
、

一
定
の
永
久
所
得
を
色
た
ら
し
、
且
つ
あ
ら
は
す
と
こ
ろ
の
寓
を
一
も
た
ら
す
免
に
使
用
せ

ナ
イ
ト
利
子
論
の
吟
味

第
四
十
二
巻

i¥. 

第
五
強

九
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十

イ

ト

利

子

論

の

吟

味

第

四

十

二

巻

*

水

団

ら
れ
る
。
費
本
財
の
貰
債
は
此
生
産
費
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
。
」
こ
れ
を
解
説
す
る
と
、
次
の
如
〈
で
あ
る
。
費

第
五
競

O 

本
財
の
債
格
は
共
生
産
費
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
け
れ
ど
も
此
生
産
費
と
い
ふ
の
は
、
何
か
と
い
ふ
と
、
資
本
財
を

つ
〈
る
免
じ
め
る
生
産
力
(
卸
ち
資
源
)
が
利
用
せ
ら
れ
、
此
利
用
の
潟
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
産
せ
ら
る
べ
か
り

し
消
費
所
得
、
印
ち
現
在
財
，
か
犠
性
に
供
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
此
現
在
財
こ
そ
は
生
産
費
に
外
な
ら
ぬ
。
き
て
、

此
資
本
財
か
ら
永
久
的
所
符
が
符
ら
る
る
が
、
前
者
の
生
産
費
卸
ち
債
格
と
、
後
者
と
の
比
率
一
か
利
子
歩
A
u
で
あ

る
。
私
は
此
見
解
に
つ
い
て
次
の
如
き
分
析
を
試
み
よ
う
。

mw
ま
づ
、
現
在
財
、
却
も
現
在
の
消
費
的
所
得
い
か
犠

牲
に
供
せ
ら
れ
て
、
終
楽
財
印
ち
将
来
の
消
費
的
所
得
が
得
ら
れ
る
。
後
者
の
た
め
の
生
産
費
は
前
者
で
あ
る
。

い
は
Y
費
用
は
、
あ
る
意
味
に
於
げ
る
機
舎
費
用
(
デ
ゲ
シ
ポ
オ
ト
)
で
あ
る
。
而
し
て
、
二
の
生
産
の
聞
に
所
謂

生
産
等
債
(
匂
『
O
E
n
z
o
=

Z
E
7邑
gn叩
)
が
あ
る
。
こ
れ
は
犠
牲
に
供
せ
ら
れ
に
る
現
在
財
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て

得
ら
る
る
将
来
の
消
費
的
所
得
と
の
比
率
で
め
る
o
こ
れ
は
費
用
語
減
の
法
則
、
費
用
逓
増
の
法
則
が

2
も
に
作
用

せ
ぬ
場
合
に
は
一
定
の
も
の
左
み
る
こ
左
が
出
来
る
。
と
こ
ろ
が
ナ
イ
ト
の
見
解
で
は
、
こ
の
生
産
等
債
に
よ
っ

て
利
子
歩
合
が
定
ま
る
。
そ
れ
は
、
う
つ
さ
れ
た
る
生
産
力
の
使
用
か
ら
生
中
る
現
在
財
の
数
量
(
費
用
を
さ
す
)

に
劃
す
る
純
所
得
の
増
加
の
比
率
で
あ
る
。
げ
れ

E
も
、
此
純
所
得
は
果
し
て
如
何
に
し
て
成
立
し
得
る
か
、
叉

そ
の
大
き
は
如
何
に
し
て
定
ま
る
か
。
ナ
イ
ト
の
費
用
一
定
の
主
張
と
を
貫
げ
ば
、
ぞ
れ
は
生
産
技
術
的
に
、
費

用
一
定
の
も
の
、
及
び
資
本
(
一
定
の
資
本
財
)
か
ら
の
報
酬
遁
減
が
別
に
重
要
も
の
で
な
い
と
い
ふ
主
張
と
を
考

へ
A
u
す
E
、
結
局
純
所
得
は
常
に
必
A
V
あ
る
、
共
大
さ
は
資
本
か
ら
の
報
酬
(
略
家
に
於
け
る
消
費
的
所
得
)
が
大
鯉

10) "Economic Essays in Honom' of Gusta¥' Cassel， :'9331' p. '2.35. 
11) Fisher's Interest Tbeorv， p. 200. 
叫 op.cit・， p. 200， 208. 
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l

℃

一
定
し
て
居
h
、
生
産
費
も
一
定
の
・
も
の
で
あ
る
か
ら
、
共
同
の
差
額
と
し
て
存
立
す
る
左
い
ふ
こ
と
に
な

3
0

た
て
，
ど
れ
だ
け
の
現
在
財
生
産
力
が
費
本
財
の
生
産
に
う
っ
き
る
る
か
に
つ
い
て
、
主
観
的
要
素
の
作
用
を
見
ょ

う
左
す
る
の
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
色
、
前
に
も
遮
べ
た
る
が
如

t
、
資
本
財
生
産
の
た
め
の
費
用
が
一
定
で
あ
る

と
い
ふ
こ
と
色
主
張
し
が
た
い
。
資
本
財
の
増
加
に
拘
は
ら
子
、
生
産
物
か
ら
得
ら
る
る
償
額
の
費
動
し
な
い
と

い
ふ
こ
と
も
、
な
ほ
夏
認
め
が
た
い
。
即
ち
事
貫
に
於
て
は
、
生
産
力
炉
現
在
財
の
生
産
か
ら
費
本
財
の
生
産
に

愈
ミ
多
く
移
き
る
る
に
つ
れ
て
、
所
謂
生
産
等
債
は
襲
動
す
べ
き
は
や
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
、
そ
れ
を
如
何
な
る
黙

に
瀦
ち
つ
く
や
う
い

1
お
か
。
と
れ
は
時
遊
説
的
な
る
主
槻
的
要
素
の
一
作
用
を
と
り
入
る
る
側
よ
り
い
へ
ば
、
此

均
衡
靴
を
時
差
と
い
ふ
要
素
が
決
定
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
而
も
ナ
イ
ト
の
場
会
に
あ
っ
て
は
、

時
差
と
い
ふ
こ
と
が
資
本
の
供
給
量
を
定
な
る
矯
に
参
加
す
る
だ
け
の
こ
と
、
純
所
得
乃
至
利
子
歩
合
は
、
資
本

財
の
費
用
と
報
酬
と
の
略
ぽ
一
定
的
な
る
も
の
か
ら
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
而
色
此
説
明
は
飴
h
J
に

一
程
ナ
イ
ト
の
如
〈
、
費
用
法
則
を
認
め
て
か

事
貨
か
ら
速
く
、
需
要
供
給
の
法
則
の
作
用
を
無
視
し
て
ゐ
る
。

〉
る
な
ら
ば
、
将
来
の
消
費
的
所
得
の
債
格
は
、
資
本
財
の
債
格
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
、
後
者
は
共
生
産
の
魚
仁

失
は
れ
た
る
現
在
の
消
費
所
得
に
よ
っ
て
定
ま
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ど
こ
に
純
牧
盆
の
必
然
的
に
介
入
す
る
飴

地
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
は
会
〈
説
明
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
向
ナ
イ
ト
の
資
本
概
念
に
は
若
干
の
混
乱
が
め
る
の
で

は
な
い
か
。
判
資
本
は
前
述
の
如
〈
、
資
本
財
を
項
目
と
す
る
左
こ
ろ
の
交
換
債
値
の
数
量
で
あ
る
。
制
あ
る
場

合
に
は
、
資
本
財
そ
の
も
の
が
資
本
で
あ
る
か
の
如
〈
に
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
州
内
而
も
前
に
引
用
し
た
石
井
」
こ
ろ

ナ
イ
ト
利
子
論
の
吟
味

第
四
十
二
巻

J'、

第
五
披

13)OP. cit.， p. 201. 
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第
五
銭

に
よ
る
と
、
資
本
ぞ
れ
自
瞳
は
資
本
財
の
生
産
に
用
ひ
ら
る
る
と
こ
ろ
の
生
産
力
(
望
c
E
n
Z
5
2音
色
ミ
)
で
あ
ー

る
。
そ
れ
は
貸
借
に
於
で
借
入
れ
ら
る
る
と
こ
ろ
の
貨
併
を
以
て
買
は
る
る
も
の
で
あ
る
。
此
生
産
力
は
、
そ
れ

に
よ
っ
て
生
産
せ
ら
れ
う
ぺ
か
り
し
現
在
財
の
数
量
に
よ
っ
て
測
定
せ
ら
れ
る
。
古
典
探
文
献
の
あ
る
も
の
が
考

ふ
る
知
〈
、
深
め
蓄
積
せ
ら
れ
て
ゐ
る
現
在
財
の
基
本
を
そ
れ
が
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
き
う
し
て
み
る

と
、
資
本
が
一
方
で
は
資
本
財
、
ま
た
は
そ
れ
の
債
値
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
資
本
財
を
生
産
す
る
生
産
力
で
あ

お
。
而
も
此
生
産
力
が
資
本
に
お
斜
に
は
.
資
本
財
を
生
産
す
る
も
の
で
な
く

τは
な
ら
ぬ
。
現
在
財
を
生
産
す

る
も
の
は
さ
う
で
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
兎
に
進
み
て
い
ふ
と
、
生
産
力
の
中
に
は
資
本
的
設
備
の
み
な
ら

争
、
原
料
や
努
働
の
作
用
も
加
は
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
と
査
本
財
の
み
が
資
本
項
目
で
あ
る
と
い
ふ
見
方
と

E
う

調
和
し
う
る
か
。

持
此
資
源
と
い
ふ
の
は
、
後
に
生
産
カ
と
い
へ
る
志
の
に
賞
品
。

都
条
上
に
漣
ペ
た
品
資
源
に
よ
っ
て
生
産
せ
ら
れ
た
品
寓

1
此
資
本
財
と
は
同
一
の
も
の
を
さ
し
て
ゐ
る
。

要
す
る
に
、
ナ
イ
ト
ド
い
あ
っ
て
は
、
此
所
得
、
邸
ち
純
牧
盆
(
費
用
以
上
の
鈴
剰
と
し
て
の
)
が
如
何
に
し
て
成

立
す
る
か
に
つ
い
て
、
十
分
な
る
論
謹
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
Y
、
か
う
る
純
牧
盆
が
め
る
と
い
ふ
こ
と
が

主
張
し
断
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
目
。
而
も
、
此
純
牧
盆
炉
、
資
本
財
の
数
量
如
何
に
拘
は
ら
争
、
殆
ど
持
型
化

す
る
と
こ
ろ
の
な
い
や
う
に
、
主
と
し
て
、
技
術
的
に
定
ま
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ

は
す
で
に
批
剣
し
つ
く
さ
れ
た
る
生
産
力
説
の
立
場
を
復
活
せ
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

時
差
設
の
立
場
か
ら
い
ふ
と
、
一
躍
は
(
一
一
躍
は
、
左
い
ふ
理
由
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
)
此
純
牧
盆
と
わ
ふ
，

も
の
の
説
明
が
つ
く
。
印
ち
、
現
在
財
を
将
来
財
に
轄
換
せ
し
h
u

る
に
嘗
り
、
換
言
す
れ
ば
現
在
財
を
生
産
す
る

op. cit.， p. 204 14) 
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震
の
生
産
力
の
一
部
分
を
費
本
財
生
産
、
従
っ
て
、
将
来
の
消
費
的
所
得
た
る
将
来
財
の
生
産
に
振
り
む
〈
る
に
営

り
、
あ
る
賄
に
於
て
止
ま
名
。
此
止
ま
る
黙
の
如
何
に
よ
っ
て
、
現
有
財
・
と
将
来
財
と
の
交
換
比
率
が
定
ま
る
。

此
比
率
が
時
差
に
よ
る
割
引
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
は
Y
、
現
在
尉
の
一
定
量
と
、
将
来
財
の
更
に
多
〈

の
量
と
が
所
謂
生
産
等
債
の
闘
係
に
立
つ
。
却
ち
資
本
財
が
生
産
力
を
色
つ
こ
と
に
な
り
、
生
庭
力
の
結
果
'
と
し

て
、
純
耽
益
が
得
ら
れ
る
。
け
れ
ど
色
、
結
局
は
、
此
生
産
力
が
時
差
の
結
果
で
あ
る
左
い
ふ
こ
左
に
な
る
。
時

差
と
い
ふ
心
理
的
傾
向
と
、
時
差
に
よ
っ
て
成
立
し
だ
る
純
牧
盆
に
基
い
て
成
立
す
ぷ
割
引
歩
合
E
の
相
等
し
き

と
こ
ろ
に
均
衡
が
成
立
す
る
。

こ
れ
は
フ
ェ
タ
ア
的
な
る
立
場
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

此
見
方
に
つ
い
て
は
、
時
差

-
2
5
f
m
f
d

・
'
;

仁
謝
〈
許
停
を
仁
れ
カ
す
る
力
、

と
い
ふ
事
に
つ

hτ
、
司
f
g
A
b
〉、，
len
、

E
Lド
U
E此

Jι
円

G

J

J

F

N

E
二
二
Z
1
1

日

ι阿
武
J
M
4
吋

C
7
'

J
叶

P
V
H
H
h
j
t
h
J
H
p
u
-
-
一一-
n
-
i
l
-
-
4
J
P
U

生
産
力
即
ち
資
本
の
純
牧
盆
を
以
て
、
間
早
な
る
時
差
の
結
果
と
み
と
め
ら
れ
、
ざ
る
が
故

に
、
而
し
て
時
差
と
は
濁
立
な
る
客
観
的
要
素
と
し
て
、
生
産
力
の
作
用
金
認
む
る
が
故
に
、
議
論
の
組
立
が
自

ら
異
な
っ
て
来
る
。
け
れ

E
色
、
資
本
が
如
何
に
し
て
生
産
力
を
色
っ
か
と
い
ふ
姑
に
つ
い
て
は
、
ナ
イ
ト
と
同

様
に
十
分
な
る
論
誼
が
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
は
思
は
れ
ぬ
。
而
し
て
此
勅
は
、
北
米
利
子
皐
識
と
じ
て
、
な
の
一

括
し
て
ゐ
る
所
得
中
心
の
利
子
理
論
の
、
殆
ど
す
べ
て
に
共
通
し
た
る
(
フ
ェ
タ
ア
の
如
く
徹
底
的
な
る
時
差
設

を
と
ら

F
る
限
り
)
難
措
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
所
得
か
ら
資
本
を
導
き
出
す
ま
で
の
理
論
に
は
内
部
に
矛
盾
が
な

い
、
け
れ
ど
色
此
所
得
(
別
し
て
資
本
の
縄
所
得
)
が
如
何
に
し
で
成
立
し
、
共
大
き
が
如
何
に
し
て
定
め
ら
る
る

か
に
つ
い
て
は
、
意
識
的
な
る
説
明
が
殆
E
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

fν
ヤ
ア
に
あ
っ
て
は
、五

ナ
イ
ト
利
子
論
の
吟
味

第
凶
十
二
巻

八
三
五

第
五
貌



ナ
イ
ト
利
子
論
の
吟
味

第
四
十
二
巻

四

八
三
大

第
五
披

ナ
イ
ト
の
利
子
理
論
に
於
て
、
主
観
的
要
素
が
客
観
的
要
素
と
と
も
に
敷
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
主
観
的
要
素
じ
関
す
る
其
見
解
は
、

車
な
る
時
差
設
で
は
な
い
。
そ
れ
は
特
有
な
る
見
方
で
あ
る
が
、
又
首
肯
す
べ
き
あ
ま
た
の
も
の
を
含
ん
で
ゐ
る
。

時
差
設
は
、
将
来
財
の
低
評
僚
、
卸
ち
将
来
じ
於
げ
呂
欲
望
充
足
よ
h
色
、
現
在
の
そ
れ
を
選
ぶ
と
い
ふ
事
賓
を
す
一
論
の
基
礎
、
と
し
て
ゐ
る
。
げ

れ
ど
も
ナ
イ
ト
は
、
此
現
在
の
享
禦
を
選
ぶ
と
い
ふ
事
貸
そ
の
色
の
を
認
め
が
た
し
と
す
る
。
現
在
の
所
得
を
す
べ
て
将
来
に
う
っ
す
こ
と
は
、
将

来
の
そ
れ
を
す
べ
で
現
在
に
う
っ
す
と
等
し
〈
、
人
々
の
と
ら

Y
る
所
で
あ
る
。
何
れ
の
仕
方
も
正
常
な
る
人
々
に
と
っ
て
犠
牲
を
意
味
す
る
。
今

日
、
人
々
の
貯
蓄
す
る
状
況
を
見
る
に
、
貯
蓄
し
た
る
も
の
を
、
其
一
生
の
中
に
消
費
し
て
し
ま
ふ
こ
と
は
な
い
。
年
々
の
利
子
の
一
部
分
4
T
Z
へ

投
資
す
る
始
末
で
あ
る
。
故
じ
、
貯
蓄
す
品
主
暗
に
め
っ
て
、
比
較
せ
ら
る
る
色
の
は
、
現
在
の
消
軸
民
的
所
得
と
将
来
の
消
費
的
所
得
1
ι
?
は
な

い
O

寸
利
子
哩
論
に
~
射
す
る
順
一
み
可
舘
内
基
漉
」
状
況
在
の
消
費
均
所
得
と
富
の
噴
加
と
の
聞
の
無
調
、
白
曲
線
を
盟
定
す
る
こ
占
で
あ
る
。
叩
ち
、
各

主
隠
に
あ
っ
て
は
現
在
の
消
費
主
、
宮
の
所
有
と
が
比
較
せ
ら
れ
る
。
「
祉
曾
的
客
観
的
に
見
る
と
き
、
宮
は
資
本
化
せ
ら
れ
↑
い
る
永
久
的
所
得
で
あ

る
。
げ
れ
ど
も
、
個
々
の
貯
蓄
者
に
と
っ
て
そ
れ
が
心
理
事
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
債
格
理
論
家
の
範
闘
の
外
に
あ
る
問
題
で
あ
5
0」

ナ
イ
ト
の
此
鈷
に
閲
す
る
見
解
は
、
決
し
て
精
密
な
b
と
は
い
は
れ
得
な
い
。
げ
れ

E
も、

e
へ
品
ム
均
時
差
説
の
主
張
に
比
す
れ
ば
、
遁
に
多
〈

事
賞
の
箕
相
を
と
ら
へ
た
る
も
の
で
あ
る
と
思
ム
。
現
在
の
享
紫
と
比
較
せ
ら
る
る
志
の
と
し
て
、
将
来
の
享
築
の
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
、

絵

h
に
い
ひ
過
ぎ
で
あ
る
。
時
期
を
異
に
す
る
享
築
、
卸
ち
消
費
的
所
得
の
比
較
が
行
は
る
昌
こ
と
は
勿
論
否
定
し
が
た
い
。
げ
れ
ど
も
貯
蓄
が
此

比
較
の
み
に
基
い
で
行
は
る
る
と
見
る
仮
定
は
、
ナ
イ
ト
の
洞
察
し
た
る
が
知

t
、
色
と
よ
h
誤
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
宮
が
所
得
の
源
泉
と
し
て

で
は
な

t
、
宮
そ
の
も
の
と
し
て
現
在
所
得
と
比
較
せ
ら
る
こ
と
、
ま
た
争
ひ
が
た
い
。
要
す
る
に
、
貯
蓄
が
ど
こ
ま
で
行
は
る
る
か
'Y
決
定
す
る

も
の
は
、
一
方
に
於
て
現
在
の
棺
費
的
所
得
、
他
方
に
於
て
将
来
の
消
費
的
所
得
及
ぴ
宮
で
あ
る
と
思
ふ
。
在
は
以
前
か
ら
、
か
、
る
立
場
に
立
つ

τゐ
た
の
で
め
る
が
、
ナ
イ
ト
の
時
差
説
批
剣
は
ま
さ
し
〈
、
私
見
に
謝
す
る
一
の
支
持
を
加
へ
た
畠
色
の
と
見
た
い
。

此
批
評
の
筆
を
欄

t
k
の
ぞ
み
、
た
Y
突
の
こ
と
を
附
言
し
よ
う
。
所
得
か
ら
出
費
し
、
資
本
を
所
得
の
緯
計
と
見
る
と
こ
ろ
の
利
子
理
論
は
、

士
宮
此
所
得
、
即
も
純
取
盆
が
加
何
に
し
て
成
立
す
る
か
を
明
に
し
な
り
れ
ば
な
ら
ね
。
フ
エ
9
ア
に
あ
っ
て
は
、
此
仕
事
が
時
差
説
を
貫
〈
こ
と

に
よ
う
で
品
遂
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

E
の
理
論
の
組
立
に
は
忍
の
か
つ
て
並
べ
た
る
が
知
き
雌
監
が
あ
る
。
フ
イ
シ
ヤ
ア
と
同
様
に
、
十
イ
ト

a此

動
の
説
明
に
於
て
成
切
し
て
ゐ
な
い
。
資
本
の
生
産
カ
を
あ
ら
か
じ
め
て
仮
定
し
て
か
、
る
こ
と
は
、
利
子
を
根
本
か
ら
説
明
す
る
所
以
で
は
な
い

k
思
は
れ
る
。

7

イ
ジ
ヤ
ア
の
利
子
理
論
が
、
此
勤
に
つ
い
て
如
何
な
る
困
難
を
蔵
し
て
ゐ
る
か
は
、
稿
を
改
め
て
こ
れ
を
論
じ
よ
う
と
思
ム
。
(
昭

和
十
一
年
四
月
初
)

げ
れ
"
と
色
、

272， Foot note. Economica， August 1934， P )
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